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１．はじめに 

 北九州空港の東沖で整備中の新門司沖土砂処分場

（Ⅱ期）事業(図-1)ではその護岸築造工事において，

BIM/CIM や ICT 施工に関するモデル現場の位置づけ

がなされており，3 次元データを駆使した生産性向上に

資する様々な試行が行われている 1)． 

BIM/CIM モデルは，構造物モデル等の 3 次元データ

を活用して，施工前段階での干渉照査や危険個所の見

える化等の安全管理で積極的に使用されているが，2 次

元図面の代替利用に過ぎず，施工時の効果的な活用を

進めることが課題である． 

ICT 施工では施工時に 3 次元データを活用すること

で，水中部の位置計測やマシンガイダンスを行ってい

るが，その 3 次元データは当該施工管理システム内で

の利用に留まっており，その他の施工管理に幅広く活

用できていないことが課題である． 

こうした課題を解決する方向性として，作業員やク

レーンの動静を含む 3 次元データと BIM/CIM モデル

を仮想空間内で統合したデジタルツインによる施工管

理手法が提案 2)されているが，水中部を対象とする港湾

工事での事例は少ないのが現状である． 

そこで港湾工事を対象として，BIM/CIM モデルと

ICT 施工における 3 次元データの相互活用を図るため

に，仮想空間(VR)を用いた施工管理システム（以下，VR

システム）を開発した．本稿では，開発した VR システ

ムの概要と，施工現場での活用事例を報告する． 

２．VR システムの概要 

 本稿で報告する VR システムは，新門司沖土砂処分

場（Ⅱ期）事業の護岸築造工事で開発したものであり，

図-2 中の緑色でハッチングをしている 3 工種(基礎工，

被覆工，消波工)の ICT 施工対象工種の内，消波工の消

波ブロック据付作業において，実証と活用を行った． 

VR システムでは，BIM/CIM モデルと ICT 施工によ

る 3 次元データを統合した仮想空間(VR)を構築してお

り(図-3)，作業船に設置した GNSS 等各種計測機器と

VR システム内の BIM/CIM モデルが連動することで，

デジタルツインによる施工管理を目指したものである． 

この VR システムは，潜水士位置管理システム 3)やリ

アルタイム 3D ソナー等を統合的に表示可能である．し

たがって，ICT 施工で使用する各種の施工管理システ

ムや測量機器が計測する 3 次元データを，BIM/CIM モ

デルをフィールドとした仮想空間内で統合できるため，

プラットフォームとして機能するだけでなく，水中部

を含めた施工現場のデジタライゼーションが図られる． 

 
図-1 新門司沖土砂処分場(Ⅱ期)整備位置 

 
図-2 標準断面図 

 
図-3 VR システムの概要 
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３．VR システムを用いた施工管理 

 VR システムを用いた消波ブロック据付状況を図-4

に示す．VR システムにおいて，GNSS 測位情報やクレ

ーン操作情報と作業船モデルを同期することにより，

実際の施工状況が仮想空間内でリアルタイムに再現さ

れていることが確認できた． 

また，潜水士位置管理システムと併用することによ

り，これまで把握することが困難であった潜水士の位

置関係を仮想空間内で可視化できた．そのため，陸上部

の施工と同様に，潜水士と消波ブロックの離隔を確保

したクレーン操作が可能となった． 

さらに，リアルタイム 3D ソナーとの併用により水中

部のリアルタイムな 3 次元測量結果が統合されたこと

で，これまでクレーンオペレータが視覚的に確認でき

なかった据付完了後の消波ブロックの傾きを把握でき

た．そのため，クレーンオペレータは次の消波ブロック

を据え付ける際に，計画据付位置と下地の消波ブロッ

クの傾きを考慮した箇所に素早く位置決めを行うこと

が可能になった． 

これらは，VR システムをプラットフォーム化し，ICT

施工で使用する各種の施工管理システムや測量機器が

計測する 3 次元データをリアルタイムに統合したこと

により得られた効果であり，施工時の安全性と効率を

向上させた． 

さらに，遠隔地から施工状況を確認する場合，従来は

Web カメラ等で船上の作業を監視することに限られた

が，VR システムの仮想空間を共有（図-5）すれば，リ

アルタイムに可視化された水中部の施工状況を詳細に

把握することが可能になった．そのため，遠隔地から安

全面や工程上の施工管理に関する指示を行えるように

なり，施工管理業務の効率化につなげることができた． 

４．おわりに 

 本稿では，港湾工事における，消波ブロック据付作業

を対象として，BIM/CIM モデルと ICT 施工を統合し

た仮想空間による施工管理システム「VR システム」を

開発した．作業船の動静や潜水士の位置情報を含めた

施工状況が構築された仮想空間の中でリアルタイムに

再現されるため，水中部施工状況の詳細な把握を可能

にした．さらに，構築された仮想空間に対して，外部か

らアクセスできるようにすることで，遠隔地からの施

工管理業務を行うことができ，安全性と生産性向上に

資する一つの施工管理方法を示すことができた． 

 今後は，施工時に得られる各種の情報を収集及び解

析し，出来形管理や安全管理の面で応用すると共に，港

湾工事における施工管理を目的としたクラウド型情報

共有プラットフォームを構築していく考えである． 

本稿が港湾工事における安全性や生産性向上に寄与

し，インフラ分野におけるデジタル・トランスフォーメ

ーション推進の一助になれば幸いである． 
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図-4 VR システム内に再現された施工状況             図-5 消波ブロック据付状況の遠隔管理 
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